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世界の一次エネルギー消費：２００１年世界の一次エネルギー消費：２００１年

１．アジア太平洋地域のエネルギー消費は全世界の3割を占め、なかでも
　　北東アジアはEU１５ヶ国をこえる水準に達している。
２．とりわけ、中国のエネルギー消費は今後も高度成長を続けると見込まれ,
　　エネルギーの安定確保は重要な政策課題。
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北東アジア北東アジア三カ国の比較：２０００年の比較：２０００年
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北東ｱｼﾞアのエネルギー北東ｱｼﾞアのエネルギー

１．日本と韓国では「石油+天然ガス」がエネルギー消費の太宗を占めているが,
　　中国では石炭中心で環境対策（排煙処理や燃料転換）の強化が必要。
２．日中韓三ヶ国合計で石油輸入の３/４を中東に依存しており、今後中国の石油
　　輸入増大にともない、この傾向はさらに強まる。
３．具体的な石油・天然ガス安定供給戦略の実現が望まれる。
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日本：一次エネルギー供給の推移日本：一次エネルギー供給の推移
石油危機を経て、「日本のエネルギー消費構造は寡消費型に変わった」と
されているが、1985年以降GDP弾性値は１を超える水準で推移している。
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日本：石油以外の一次ｴﾈﾙｷﾞｰ供給の推移日本：石油以外の一次ｴﾈﾙｷﾞｰ供給の推移

１．石油ショック後のわが国のエネルギー需要増加は、主として天然ガス（LNG)と
　　原子力によって賄われてきた。最近では海外炭の利用も進んでいる。
２．地球温暖化ガス（GHG)への対応がせまられるなか、天然ガスの普及は既に
　　相当程度進んでおり、今後の原子力政策の舵取りも問われよう。
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日本：原油輸入の推移日本：原油輸入の推移

1985年を底にわが国輸入原油の中東依存度は上昇
①LS原重油の需要減→LNG,中間溜分へのシフト
②脱硫設備の普及
③インドネシア、中国、メキシコの輸出余力減 ⇒

　　　　 　ピーク　　　　　　２００１
　　　　　　　　　　　　百万KL　　　　　　百万KL
インドネシア　 ４０．２ (１９７９)      １０．４
中国　　　　　 １５．７（１９８８）　　　４．０
メキシコ　　　　１１．２ (１９８６）　　　０．７

0

50

100

150

200

250

300

350

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000

百
万
K
L

その他

東南アジア

中東
中東依存度
1965年　 　1973年　　　　　1985年　　　　　　　 　 　　2001年
87.1%　　　 77.5%　　　　 　68.7%               　 　　　87.9%

第一次
石油危機

第二次
石油危機

中東
比率



日本：一次エネルギー供給の見通し日本：一次エネルギー供給の見通し
（（20022002年１１月エネ研見通し：基準ケース）年１１月エネ研見通し：基準ケース）
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①石油需要は絶対量でも漸減するが、なおエネルギー供給の太宗を占める。
②長期的には天然ガスと原子力が供給増を担うと見込まれる。
③CO２問題はあるが、石炭は重要なエネルギー源　→　社会的な認知を。
④原子力の役割については、総合的見地から対応すべき。
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【基準ケース】わが国の一次わが国の一次エネルギーエネルギー総供給見通し総供給見通し

（石油換算百万トン）

2000 2010 2020
構成比 構成比 構成比 構成比 /1990 /2000 /2010
（％） （％） （％） （％）

実質GDP（兆円） 1.3 1.5 1.1
GDP原単位（90年度100） 0.1 -1.2 -0.9
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一次総供給のケース間比較一次総供給のケース間比較((２００２年エネ研見通し）２００２年エネ研見通し）

0

100

200

300

400

500

600

2000 低成長 基準 強化 低成長 基準 強化

石油

石炭

天然ガス

原子力

水力他

52 49 48 47 45 45 43

18 18 19 18
18

19
18

13 14 15 15 15
16 17

12 14 13 13 16
15

15
5% 5 5 7 6

5 8

石油換算百万トン

2010 2020



韓国：一次エネルギー供給の推移韓国：一次エネルギー供給の推移

１．1990年代、韓国ではモータリゼーションの進行と石油化学の拡大により、石油　　
　がエネルギー消費の太宗を占めてきた。
２．また、LNGによる天然ガス化が強力に進められてきた。ただし、アジア通貨危機
　　に際し、電力向け燃料として低価格の石炭が見直された。
３．日本や中国に比べ、地形的な事情から水力発電は極めて限られている。
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韓国の石油事情韓国の石油事情
SK（尉山）　　８２万BD
LG（麗水）　　６３
現代(大山）　３２
S-O(温山）　 ５２
仁川（仁川）　２７　　　　
　合計　　　　２５６万BD

石油消費量　　　203万BD(2001年）
原油輸入量　　　245万BD(2001年）
石油精製能力　 256万BD(2002年）　→5製油所
原油処理量　　　244万BD(2000年）　→稼働率９９．８％
製品輸出　　　　　84万BD(2000年）
製品輸入　　　　　56万BD(2000年)
特徴：製品輸出圧力が高い。2次設備装備率が低い。→

灯軽油脱硫　　 ６６万BD
重油分解　　　　２５万BD
重油脱硫　　　　１５万BD
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出所：産業資源部/KEEI「エネルギー統計年報２００１」、エネ研アジア太平洋エネルギー研究センター「APECエネルギー統計」など



韓国：一次エネルギー供給長期見通し韓国：一次エネルギー供給長期見通し

１．韓国については「今後３％程度のエネルギー消費の伸びが続く」との見通しが一般的だが、
　　一人当たりエネルギー消費は既に日本と同水準にあり,やや高めではないかと思われる。
２．エネルギー源別では天然ガスの伸びが高く、続いて新エネや原子力などが増え、全体
　　として地球温暖化ガス（GHG)対策が進むと期待される。
３．石油のシェアーは２０２０年までに１０％低下するが、絶対量では１．０億トンから１．４億トン
　　に増えると見込まれる。
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出所：韓国エネルギー関係者の非公式見通し等を参考に作成



中国：一次エネルギー供給の推移中国：一次エネルギー供給の推移

１．石炭が中国のエネルギー消費の太宗を占めている。１９９７年以降中小郷鎮炭鉱の閉鎖や
　　高硫黄炭の使用禁止措置がとられ、統計上石炭消費は減少を示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（→　統計の正確さにはやや疑問あり。）
２．環境改善のため石炭消費を減らす政策がとられており、石炭のシェアーは減少に向かうが、
　　天然ガスの導入、脱硫、脱硝などの費用を電力料金、暖房料金にどう反映させるかが課題。
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出所：中国統計年鑑（BP統計とは数値に差がある。）



中国の石油事情：２０００年中国の石油事情：２０００年

原油確認埋蔵量　２４０億Bbl（世界１１位）　R/P　20.2年
原油生産量　　　　３２５万BD（世界　7位）
石油消費量　　　　４８４万BD（世界　3位）
原油輸入量　　　　１４１万BD　　　原油輸出量　21万BD
製品輸入量　　　　　３８万BD　　　製品輸出量　14万BD
原油精製能力　　 ５４３万BD
原油処理量　　　　４２２万BD 輸入原油の増大に伴い、量の確保、設備増強、

高硫黄原油への対応が今後の課題。
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出所：日本エネルギー経済研究所アジア太平洋エネルギー研究センターなど



中国：一次エネルギー供給長期見通し中国：一次エネルギー供給長期見通し

１．中国のエネルギー消費は今後２０年間でほぼ倍増する。→低めの予測
２．なかでも自動車の普及が進み、石油需要の伸びが大きい。国産原油はほぼ横ばいで需要増は
　　輸入によって賄われる。
３．石炭のシェアーは落ちるが今後も絶対量の増加は続き、環境対策の強化が課題。
４．天然ガスは「西気東輸」を皮切りにかなりの伸びを示すものの、シェアーはそれほど高くはない。

　　　　　　　　　　２０２０年
本予測　　　　 　　１５. ０億toe
IEA 2002 （推定）１７. ０
APERC 2002    　１９. ５

0

5

10

15

20

25

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

億tce（標準炭７０００Kcal/kg)

石炭

国産原油

輸入原油

国産天然ガス

輸入天然ガス

水力・原子力ほか

７４％ ６７％ ６０％ ５６％

２１％

－３％

２％

１９％

７％

３％ １６％

１５％

４％

１１％

２１％

６％

２％

５％

９．６億トン １０．９億トン

１７．２億トン
(１２．０億toe)

２１．４億トン
（１５億toe）

１％

IEA：　 ６２％
能源研などでは５５％以下
という見方もある。

天然ガス合計
本予測：　　8.0％
IEA:　　　　6.1％
能源研などでは12％超と
いう見方もある。

日本エネルギー経済研究所作成
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（南シナ海）

満州里

膳善

ウルムチ

トルファン盆地

四川盆地

重慶市

ツァイダム盆地

青海省

北京市

平湖ガス田

タリム盆地

ハミ

陝西省

寧夏自治区

深セン

輪南

コルラ

四川省

大慶

天津市

河北省

日照

オルドス盆地

江蘇省
西安

靖辺

楡林

フホホト
大連

鄭州

成都

マカオ

長沙

武漢

重慶
忠県

済南

濮陽

石家荘

永清 渤海ガス田

麗水ガス田
温州

渋北

ゴルムド
西寧

銀川

アモイ

杭州
寧波

塔中

広州市

潜江

甘塘

三亜

依蘭

信陽

東シベリア
イルクーツク

ロシア極東
サハリン
100億ｍ３

中央アジア諸国
300億ｍ3

石河子

西シベリア
200～300億m3

110億ｍ3

30億ｍ3

80億ｍ３

120億ｍ３

貴陽昆明大理

克拉瑪伊

柯克亜

桂林

南寧

海口

鶯歌海盆地

福州

LNG、300万ｔ（2005）
　　 500万ｔ（2009）

春暁ガス田
岱山

金華

塩城
東海盆地
60億m3

中原油田

煙台

威海
龍口

青島膠州

連雲港

南通

南昌

薊県

滄州

侯馬
韓城

洛陽

烏審旗
太原

2001～2005年期間のパイプ・ライン建設計画

2006～2010年期間のパイプ・ライン建設計画

（出所）日本エネルギー経済研究所

既設パイプライン

省都

一般都市

油・ガス田

炭層ガス

LNG受入ステーション

2011～2020年期間のパイプライン建設計画

凡 例

秤頭角

大蘓島

嵩嶼

紹興

泰安

大慶油田

50～120億m 3 33億m
3

50～
100億m3

香港
江門

徑鴬

掠兄

110億m3

新民 興隆台

孤島

遼陽
鞍山

付家廟

渠県射洪青百江

越渓

鉄法

淮北
淮南

定遠

撫順

楽東

汕尾

東方

鶯歌海

韶関

欽州

湛江

景洪

楚雄
盤江

十万大山

剥東

遵義

Baikonguan

Kuibage

Qili

松遼盆地

モンゴル

中国の天然ガスパイプライン計画中国の天然ガスパイプライン計画

「西気東輸」計画：タリム→上海　４０００ｋｍ
２００３年靖辺→上海開通、２００５年全線開通
輸送量：１２０億立米/年（LNG換算８５０万トン）



日中韓：長期エネルギー見通し日中韓：長期エネルギー見通し
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2000/1990

1.16倍

1.99倍

1.15倍

三カ国計：1.21倍

2020/2000

1.63倍

2.09倍

1.58倍

1.05倍

（63％）

（10％）

（27％）（38％）

（11％）

（51％）

日本　0. 2％

韓国：　2.3％

中国：　3.7％

１．中国が石油でも天然ガスでも巨大輸入国になろうとしている。
　　①現在の経済成長が続けば、２０２０年の石油輸入量は６００万BD、天然ガスはLNG換算
　　　　２０００万トンに達する。（日本の輸入量は２０００年で石油５０５万BD,LNG５４百万トン）
　　②調達面で、日本や韓国への影響は大きい。

２．エネルギーの安定確保は今後も重要な課題。
　　①供給の確保→資源開発→上流のビジネス・チャンス
　　②環境問題もあるが、石炭の役割は大きい。→Clean Coal Technologyの重要性（特に中国） 。
　　③省エネルギーの推進、新エネルギー・再生可能エネルギーの開発

３．中東依存度の上昇→ロシア（シベリア，サハリン）の資源開発への戦略的
　　取組みを進めるべき。

2000→2020
三カ国計：　2.5％



日中韓：国内向け石油供給の推移日中韓：国内向け石油供給の推移

１．１９９０年以降日本の石油消費はほぼ横ばいで推移してきたのに対し、韓国と中国
　　の石油消費は倍増した。
２．１３億人の人口を抱える中国の自動車普及率はまだ低く、国土が広いこともあり、
　　今後も石油消費の高い伸びが続くと見込まれる。
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1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

億toe

日本：１.０２倍

韓国：２.０２倍

中国：１.９７倍

１９９０年→２０００年三国計：１.３８倍

（44.7％）

（17.5％）

（37.8％）

（61.6％）

（11.9％）

（26.5％）

出所：日本エネルギー経済研究所アジア太平洋エネルギー研究センター



日中韓：石油消費の見通し日中韓：石油消費の見通し

１．今後、日本の石油需要はほぼ横ばい、韓国は緩やかな増加が見こまれるのに対し、
　　中国の石油需要は大幅に増加するとの見方が一般的。
２．中国では原油生産の１/３を占める大慶油田(１００万BD)が枯渇に向かうこともあり,
　　新規油田開発努力が続けられても全体ではほぼ横ばいで推移する見こみ。
３．この結果、中国の原油輸入の大幅な増加が見こまれている。→中東依存の増大　　
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百万toe

三カ国計
4.46億ｔ

6.16億ｔ

7.47億ｔ

8.82億ｔ

63％

11％

26％

47％

16％

37％

37％

16％

47％

2.96億toe:30％

1.40億toe:16％

4.77億toe:54％

日本

韓国

中国：輸入

中国：国産 (1.66億toe)

IEA:4.6億toe　

（本予測では石炭を少なくみている）

(うち国産：1.49億toe) (1.79億toe)



シベリア横断原油パイプライン計画シベリア横断原油パイプライン計画

５０億ドル程度５０百万トン　3800～4200ｋｍナホトカ

　　　　（→輸出）

３０億ドル程度２００５年：２０百万トン

２０１０年：３０百万トン

　2200ｋｍ
　　　（+　1000ｋｍ）

中国（大慶）

　　　　（→大連）

建設費年間輸送数量距離（アンガルスクより）

ー西シベリアから2400ｋｍ－
仕向地

１．中露原油パイプライン計画は両国の首相会談で合意され、FSもほぼ終了して最終
　　の詰めの段階にある。（ソースは西シベリア原油+東シベリア原油）
２．完成すれば、中東依存度の上昇を抑える強力な手段となろう。

３．ナホトカまでのパイプラインが完成すれば,日本、韓国ひいては米国向けの出荷も
　　可能になる。　→　「ユーラシア原油パイプライン構想」　
　①　北東アジアの原油ソースの多角化
　②　欧州石油市場と直結　→　アジア・プレミアム解消の現実的手段
　③　中東産油国の余剰生産能力維持負担の軽減　→　原油市場の安定化　　

シベリアからの距離は遠いが、関係国が知恵を絞れば経済的な距離は短縮できよう。



スルグート

アレクサンドロフスコエ

パラベル

ラスクノフカ

アンジェロスジェンスク アチンスク

ポイマ
タイシェット

アンガルスク

ザバイカルスク
満州里 歯克石市

扎蘭屯

大慶

安達

扶余市

鉄嶺

秦皇島
大連

撫順

長春

ブツオビン油田

上部チョン
スク油田

ユルブチェン油田

サマトロール油田

スルグート油田クラスノレニ
ンスク油田

ナホトカ

タラカン油田

セベラバイカルスク

ティンダ

シベリア原油パイプライン・ルートシベリア原油パイプライン・ルート
西シベリア油田（生産中）

東シベリア油田（発見済）

アンガルスク→大慶　2200ｋｍ

アンガルスク→ナホトカ
　　3800～4200ｋｍ

大慶→ナホトカ　800ｋｍ

アレクサンドロフスコエ→アンガルスク
　　　　　　　　　　2250ｋｍ

●

●

●

●

●

日本エネルギー経済研究所作成

アンガルスク

大慶

ナホトカ

大連

１．中露間のパイプライン計画(原油および天然ガス）は
　　１９９６年以来両国首相の定期協議を軸に検討、交渉
　　が進められてきた。０２年１２月の訪中でプーチン大統
　　領も早期実現を強調した。
２．シベリア原油出荷のためのパイプラインについては
　　中国向けとナホトカ向けの２案が検討されている。
３．天然ガスパイプライン計画には韓国も参加している。



ありがとうございましたありがとうございました

終終
Contact：ieej-info＠tky.ieej.or.jp


	北東アジアのエネルギー事情～中東依存度がますます上昇するなかユーラシア原油パイプライン構想の早期実現が望まれる～
	世界の一次エネルギー消費：２００１年
	北東アジア三カ国の比較：２０００年
	北東ｱｼﾞアのエネルギー
	日本：一次エネルギー供給の推移
	日本：石油以外の一次ｴﾈﾙｷﾞｰ供給の推移
	日本：原油輸入の推移
	日本：一次エネルギー供給の見通し（2002年１１月エネ研見通し：基準ケース）
	わが国の一次エネルギー総供給見通し
	一次総供給のケース間比較(２００２年エネ研見通し）
	韓国：一次エネルギー供給の推移
	韓国の石油事情
	韓国：一次エネルギー供給長期見通し
	中国：一次エネルギー供給の推移
	中国の石油事情：２０００年
	中国：一次エネルギー供給長期見通し
	中国の天然ガスパイプライン計画
	日中韓：長期エネルギー見通し
	日中韓：国内向け石油供給の推移
	日中韓：石油消費の見通し
	シベリア横断原油パイプライン計画
	シベリア原油パイプライン・ルート
	ありがとうございました終

